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静解析

動解析

荷重増分解析不要

荷重増分解析要

直接時間積分

固有値解析

周波数応答解析

微小変形理論 (線形弾性体のみ)

微小変形理論

有限変形理論

微小変形理論 (線形弾性体のみ)

有限変形理論
!SOLUTION,TYPE=DYNAMIC
!DYNAMIC下のidx_respを1に設定

!SOLUTION,TYPE=EIGEN

!SOLUTION,TYPE=DYNAMIC
!DYNAMIC下のidx_respを2に設定

!SOLUTION,TYPE=NLSTATIC

!SOLUTION,TYPE=STATIC

!DYNAMIC,TYPE=LINEAR

!DYNAMIC,TYPE=NONLINEAR

材料定義においてINIFINITEを追記
例：!ELASTIC, INFINITE

構造解析

熱伝導解析
定常解析

非定常解析!SOLUTION,TYPE=HEAT
!HEATの下に記述無または0.0と記述
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611
(641)

3次元ソリッド要素
3○○

シェル要素
7○○

梁要素
6○○

(761)
(781)

3次元
インターフェース要素

5○○

2次元ソリッド要素
(平面ひずみ要素)

2○○



4

※ 解析メッシュにソリッド要素，梁要素，シェル要素が混在する場合，
節点自由度数を3に揃えるため，*ではなく**の要素タイプ番号を使用してください．

要素種類 要素タイプ番号 節点数 節点自由度数 説明

線要素
111 2 3 2節点リンク要素
112 3 3 3節点リンク要素

平面要素

231 3 3 三角形1次要素
232 6 3 三角形2次要素
241 4 3 四角形1次要素
242 8 3 四角形2次要素 (Serendipity族)

ソリッド要素

301 2 3 2節点トラス要素
341 4 3 四面体1次要素
342 10 3 四面体2次要素
351 6 3 プリズム1次要素
352 15 3 プリズム2次要素
361 8 3 六面体1次要素
362 20 3 六面体2次要素 (Serendipity族)

インターフェース要素
541 4×2 3 四角形面1次要素
542 8×2 3 四角形面2次要素

梁要素
611* 2 6 2節点梁要素 (Bernoulli-Euler梁)
641** 2×2 3 2節点梁要素 (Bernoulli-Euler梁)

シェル要素

731* 3 6 三角形1次要素 (MITC3シェル)
761** 3×2 3 三角形1次要素 (MITC3シェル)
741* 4 6 四角形1次要素 (MITC4シェル)
781** 4×2 3 四角形1次要素 (MITC4シェル)
743 9 6 四角形2次要素 (MITC9シェル)
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ひずみの2次以上の項がある

微小変形理論
(微小変位) 微小ひずみ

線形弾性体

弾塑性体

粘弾性体

クリープ材

有限変形理論
(有限変位)

微小ひずみ

線形弾性体

弾塑性体

粘弾性体

クリープ材

大ひずみ

弾塑性体

超弾性体

粘弾性体

クリープ材
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変位こう配の2次項がある

有限変形理論 大ひずみ

ひずみ 応力

!ELASTIC

!ELASTICと!PLASTIC

!HYPERELASTIC

!ELASTICと!VISCOELASTIC

!ELASTIC

!ELASTICと!PLASTIC

!ELASTICと!CREEP

!ELASTICと!VISCOELASTIC

!ELASTICと!CREEP

青字がFrontISTRで
使用可能な材料
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FrontISTR (逐次計算用) 
fistr1

全体制御ファイル
(逐次計算用)

hecmw_ctrl.dat

メッシュファイル
model.msh

解析制御ファイル
model.cnt

解析結果ファイル
model.res.0.1

ログファイル
fistr1.log，0.log，

FSTR.dbg.0，FSTR.msg，
FSTR.sta

他のソフトのファイル
model_vis_psf.0001.inp 

※ 赤字の名前は自由に変更可能
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分散メッシュファイル
model_part.0～

パーティショニングツール
hecmw_part1

メッシュファイル
model.msh

全体制御ファイル
(MPI並列計算用)

hecmw_ctrl.dat

領域分割制御ファイル
hecmw_part_ctrl.dat

ログファイル
hecm_part1.log,
hecmw_part.log

※ 赤字の名前は自由に変更可能

領域分割確認用ファイル
subdomains.inp
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分散メッシュファイル
model_part.0～

解析制御ファイル
model.cnt

解析結果ファイル
model_part.res.0.1～

ログファイル
fistr1.log，0.log～，FSTR.dbg.0～，

FSTR.msg，FSTR.sta

他のソフトのファイル
model_vis_psf.0001.inp

全体制御ファイル
(MPI並列計算用)

hecmw_ctrl.dat

※ 赤字の名前は自由に変更可能

FrontISTR (MPI並列計算用)
fistr1
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※ 赤字の名前は自由に変更可能

結合された解析結果ファイル
model_merge.res.0.1～

解析結果統合ツール
rmerge

解析結果ファイル
model_part.res.0.1～

全体制御ファイル
(MPI並列計算用)

hecmw_ctrl.dat
分散メッシュファイル

model_part.0～
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メッシュファイル名の設定

解析制御ファイル名の設定

解析結果ファイル名の設定

その他のソフトのファイル名の
設定

その他のソフトのファイル作成の

ために入力するメッシュファイル
名と解析結果ファイル名の設定

FrontISTR (逐次計算用) 
fistr1

全体制御ファイル
(逐次計算用)

hecmw_ctrl.dat

メッシュファイル
model.msh

解析制御ファイル
model.cnt

解析結果ファイル
model.res.0.1

ログファイル
fistr1.log，0.log，

FSTR.dbg.0，FSTR.msg，
FSTR.sta

他のソフトのファイル
model_vis_psf.0001.inp 全体制御ファイル (逐次計算用) 
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ヘッダー

節点の番号 I と
節点の座標値
(xI , yI , zI )

要素の番号 e と
要素内の
節点同士の
つながり
(コネクティビティ) 

節点グループ

セクションデータ
材料データ

セクションの設定によって
要素グループに材料データが
与えられる

境界条件や集中荷重(外力)を与える

ファイルの終わり

メッシュファイル
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バージョン情報

解析機能の種類
解析結果ファイルの出力
その他のソフトのファイルの出力
境界条件の設定

材料データの物性値の設定

線形ソルバーのパラメータの
設定

その他のソフトのファイルの設定

ファイルの終わり

解析制御ファイル
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分散メッシュファイル名の設定

解析制御ファイル名の設定

解析結果ファイル名の設定

その他のソフトのファイル名の設定

その他のソフトのファイル作成の
ために入力する分散メッシュ

ファイル名と解析結果ファイル名の設
定

メッシュファイル名の設定

分散メッシュファイル名の設定

パーティショニングツールを使用するときの設定

FrontISTR (MPI並列計算版) を使用するときの設定

全体制御ファイル (並列計算用) 
分散メッシュファイル

model_part.0～

パーティショニングツール
hecmw_part1

メッシュファイル
model.msh

全体制御ファイル
(MPI並列計算用)

hecmw_ctrl.dat

領域分割制御ファイル
hecmw_part_ctrl.dat

ログファイル
hecm_part1.log,
hecmw_part.log

領域分割確認用ファイル
subdomains.inp

分散メッシュファイル
model_part.0～

解析制御ファイル
model.cnt

解析結果ファイル
model_part.res.0.1～

ログファイル
fistr1.log，0.log～，FSTR.dbg.0～，

FSTR.msg，FSTR.sta

他のソフトのファイル
model_vis_psf.0001.inp

全体制御ファイル
(MPI並列計算用)

hecmw_ctrl.dat

FrontISTR (MPI並列計算用)
fistr1

結合された解析結果ファイル
model_merge.res.0.1～

解析結果統合ツール
rmerge

解析結果ファイル
model_part.res.0.1～

全体制御ファイル
(MPI並列計算用)

hecmw_ctrl.dat
分散メッシュファイル

model_part.0～
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領域分割数

領域分割確認用の
UCDフォーマット
ファイル名

グラフ分割ツール名

- 領域数が8より小さい場合
METHOD=PMETIS

Multilevel Recursive Bisectionによる
グラフ分割

- 領域数が8より大きい場合
METHOD=KMETIS

k-way partitioningによる
グラフ分割

節点ベースで分割

領域分割制御ファイル


